
令和 3 年度 帯広市地域自立支援協議会 第 1 回 就労・社会活動部会 及び 

第 1 回 地域就労支援連絡協議会 終了報告 

去る 9 月 3 日(金)、帯広市地域自立支援協議会 第 1 回 就労・社会活動部会 及び第 1 回 地域就労支援連

絡協議会が行われました。今年度第 1 回目の合同会議では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

昨年実施を見送っておりました令和 2 年 3 月実施の就労系福祉サービス事業所へのアンケート及び訪問による聞き取り

調査の結果について報告をしました。当初はハイブリッド会議を予定しておりましたが、国の緊急事態宣言発令を受けてオン

ラインの開催に変更になりました。各関係機関の皆様には変更にご対応いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

＜帯広市内の就労系福祉サービス事業所のアンケート調査結果から見えてくる現状や課題についての報告 … 帯広市＞   

帯広市の障がいをお持ちの方の就労状況 

●障がい者手帳の所持者の数値は、身体障がい者の方は 
他と変わらず、知的障がい、精神障がいをお持ちの方は 
年々増加 

●就労系福祉サービス事業所数、利用者数ともに年々増 
加傾向 内訳をみると A 型・移行は増減を繰り返してお 
り、内部での指定変更が起こっている 

●就労系福祉サービス事業所を経由一般企業に就職する 
人は鈍化 

 
 

これらの状況をふまえ、各事業所からのアンケート調査結果の報告に移りました。 
 
 
帯広市内の就労移行支援事業所・ 

A 型事業所・Ｂ型事業所の現状と課題 
【就労移行支援事業所】 

【就労継続支援 A 型事業所】 

就労系福祉サービス事業所アンケート調査実施の目的や背景について 
 
下記、公開されている関連数値的なものだけでは、実際の就労支援現場
の現状や、何を課題として感じているのかわかりづらい。今後、障がいをお
持ちの方の就労支援と日中活動充実のための取り組みなどを進めていく
上で、就労系福祉サービス事業所の実際の体制や支援の状況把握が必
要であると考えるため。 

               

 

体制・支援状況 
・多くの事業所が施設外就労を活用し多職種の経験を 
積める環境がある 

・利用者は自ら一般求人に応募し、事業所内で取り組 
んでいる作業内容とは関係ない他職種へ一般就労す 
る方が多い 

・事業所の一般就労後の積極的な職場定着支援は実 
施できていない状況 

 

事業所が感じている課題 
・支援員の経験、スキルが不足している 
・企業の情報、繋がりが不足している 
・利用者の意欲、スキルが一般就労の水準に達してい 
ない 

・利用者にあった企業や業種が少ない 
・障がい者理解の促進 

体制・支援状況 
・２年間の標準利用期間内で一般就労を目指していく利用者の
支援のため専門職や経験豊富な職員による支援体制をとってい
る事業所が多い 

・事業所で取り組んでいる作業内容と同業種に就職する方を多く
送り出している 

・施設外就労の活用により事業所内で取り組んでいない業種へ
も就職者を送りだしている 

・就職後の職場定着支援も全事業所が積極的に取り組んでいる 

 

事業所が感じている課題 
・支援員が不足している 
・支援員の経験、スキルが不足している 
・利用者にあった企業や業種が少ない 
・利用者の意欲、スキルが一般就労の水準に 
達していない 

・障がい者理解の促進 



【就労継続支援 B 型事業所】 

帯広市では、障がい者をお持ちの方の就労の環境づくりが進められており、その実例についての報告がされました。 

 

就労支援の取り組みについて 
【農福連携】ここ数年、国や北海道でも様々な農福連携の取り組みを進め

ており、農業が重要な基幹産業である帯広市でも、就労系障がい福祉サ

ービス事業所の施設外就労の支援の一環として、農業者と事業所とのマッ

チングが行なわれています。この２年間で受入れができる農業者も増え、今

回はその取り組みの中の一つの事例の発表をしました。これまでの取り組み

を通じて農業者側、事業所側双方の成果と課題も見えてきています。今後

も引き続きこの取り組みを行っていくとのことでした。 

 

【帯広市役所体験実習】現在行われている、障がい者職場体験実習の周

知がされました。帯広市役所にて、障がいをお持ちの方の職業能力の向上 

及び社会人としてのマナーや教養の習得を支援し、一般就労への関心を

高めるとともに、市職員の障がいや障がいのある人への理解促進を図ることを目的として、実施されています。 

コロナ禍による企業実習の受け入れが難しい状況の中、帯広市としてはより多くの方に様々な就労体験をしていただけるよ

う受け入れ課を増やして対応を行っています。 

 

＜就労系福祉サービス事業所へのアンケート結果から見える十勝管内の地域、社会資源の現状と課題の報告       

…  十勝障がい者就業・生活支援センター だいち＞ 
 
アンケート調査について 
 
令和元年度３月…帯広市と連携し、就労系福祉サービス事業所向けのアンケートを実施。当センターは町村を担当

し、利用人数や活動状況、スタッフの配置や人材育成の課題などについて聞き取りを行いました。 
令和２年度   …新型コロナウイルス感染症にまつわる情報と、アンケート内容を深めるための聞き取り調査を実施、

町村行政福祉担当者への聞き取りを含め約１００件を訪問いたしました。就労系福祉サービス
の実態やその他福祉サービスの支援を担うマンパワーの把握・事業所運営に対する課題など聞き取
りを行いました。 

その内容を昨年度下期、今年度の活動計画に反映し事業を行っております。 
 
令和２年度８月…１９市町村行政福祉担当者会議開催 

障がいをお持ちの方の基本データ、就労系福祉サービス利 
用の状況などを共有しました。 

 
●十勝管内基本データから町村の 4 つの特色が見えてきました。 
 
●地域における課題 ・町村においては、、多様な課題と希望を持つ利用者に少 

ない社会資源の中の対応をせざるを得ない状況にある。 
・就労系福祉サービス事業所などの社会資源が帯広市に  
集中している現状。 

・サービスが変化することへの丁寧な説明を行う等、個別 
 支援がしっかりと行われているかの確認が必要。 

体制・支援状況 
・軽度から重度の障がいをお持ちの方の支援のため、B 型事
業所での経験年数の長い職員による支援体制をとっている 

・事業所が多い反面、専門資格を有する職員の配置は 
少ない 

・目標工賃未達成の事業所が多く、全事業所が工賃向上に
向けた取り組みを積極的に行っている 

 

 

事業所が感じている課題 
・利用者の工賃を向上させることができない 
・支援員が不足している 
・重度の障がいがある方を受け入れ辛い 
・支援員の経験、スキルが不足している 
・「工賃向上」の取り組みと「就労（日中活動）
の支援」の両立を図っていくことが課題 

 ＜最後に帯広市から＞アンケート結果から見えてきた現状と課題をうけ、帯広市の今後の取り組みとして 3 つのキーワ

ードが出されました。職場実習などの様々な「仕事の体験ができる場」「支援スキル向上のための研修会」「支援者が

情報交換できる場」の３点です。帯広市内の事業所において特に高かったこの 3 つのニーズから、今後障がいをお持ち

の方に対する理解促進を基本として、これらの視点を持ちながら進めて参ります。 

 



アンケートと聞き取りから見えた課題 

今回の会議は、就労系福祉サービス事業所の皆様からいただいた意見をもとに十勝の現状を報告いたしました。アン

ケート実施から現在に至るまで、新型コロナウイルス感染症の情勢も大きく変わっております。現在も緊急事態宣言下に

あり,様々な取り組みを止めずにどのように進めていくのかということは大きなテーマとなっています。今後もオンライン研修な

どを活用しながら皆様と連携協力して障がいをお持ちの方の就労支援を進めていきたいと思っております。 

加えて今回は開催の都合上、皆様との意見交換が行えませんでした。ご参加いただいた皆様には、結果報告を受け

ての率直なご意見ご質問等をお願いしております。そちらのアンケートも後日集約し、今後行われる会議等の運営に活

用さていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 
●就労支援を担う人材育成と支援力の底上げ  
 

・支援スタッフの人材不足 
・就労支援に対する支援員のスキル不足  
・運営のための情報がない  
・学びの場の必要性  
・地域で就労相談を受けられる体制づくり 
※皆さんからニーズ  

を頂いた改善策として 

の取り組み        ・オンラインでの研修  

・研修の DVD の 貸し出し  
・対象者別の会議 
（行政・移行・地域など）  
・町村への移動相談 

 

●就労支援における課題 
 
※前年度就職者（移行支援事業所 20 名・Ａ型 B 型ともに 12 名）の

就職の経緯としては本人応募の数字がとても高い結果が出ている。福祉サ

ービスを経由して一般就労につながる人数は横ばいで推移) 

→年々増える福祉サービス利用者に対し、サービスの充
実だけではなく、就労の促進を考えるという事にシフト
しなくてはいけないのではないか 

・生活課題や社会性の未熟さなど、利用者の課題の多 
様性 → 教育との連携 家庭環境や生活を支える 

地域との連携 
・仕事の訓練の場の確保と企業理解  
・コロナの影響による、職業準備性を高められない課題 
（利用時間の短縮・実習受け入れ先がない） 

 
→多様な実習の受け入れ  

・帯広市・企業プロジェクトなどの実習の実施 
→それぞれの立場が連動できる就労支援の方法 

・福祉サービス・企業との意見交換 
 

 
●サービス等利用計画と個別支援計画の連動  

【おきている課題】  
・計画相談・就労事業所・医療機関等のその他関係機
関との情報共有をした上で、利用者に対する支援 
を行っていく体制を取り切れない状況にある 

・サービス等利用計画が日中系事業所との間で共有され
ず、個別支援計画がそれを踏まえたものになっていないま
たは逆の現状が起こっている 

 
【今後について】  
・自立支援協議会に就労・社会活動部会を置き、就労 
系福祉サービス事業所の質の向上と帯広市の課題につ 
いて検討  

・自立支援協議会定例会の参加が少なく、課題を協議 
する場として機能していない課題への対応  

・福祉サービス利用のための申請に関して、利用までの時 
間がかかる また、利用者に対し相談支援の数が足りて 
いない状況への検討  

・相談支援体制の充実と関係機関連携の強化 
 

 
●地域連携 
相談をキャッチしたけど、どこに繋いだらいいんだろう？相談を抱えてしまっ
たはいいけれど、その後の方向性はどうしたらいいんだろう？ 

→地域の状況を踏まえた連携の在り方 

 

・利用者の多様化する課題 →就労支援に関わる地域
連携の必要性 

・相談の掘り起こし →キャッチした人が必要な相談につ
なげられる支援力の強化  

・障がい者就労・障がい者雇用に対する理解の促進 
・児童・障がい福祉・困窮・高齢・相談支援・社協・商
工など支援を縦のつながりと、地域のつながりで考える
支援  

・地域で就労相談（個別・企業）を支える体制づくり 
・複数ある会議の有効活用と、地域の意見を吸い上げ
議論する場の機能強化 

 
＜最後に・・・＞ 
今回、報告をさせていただいたような地域の状況がある中、地域の意見を吸い上げ議論する場の機能強化のため、各市
町村で行われる様々な会議の持ち方や運営の仕方、就労相談をつなげていただくための方法の検討を行います。今は
「福祉」「企業」「行政」「教育」など、それぞれに対して課題の共有や横のつながりを強化する活動を行っています。その点
と点をつなぎ合わせるような活動が下期の目標です。 
 


